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☆本日、委員の皆様にお伺いしたい事項 

① みどりの課題・新しい方向性がこれで良いか、不足

している視点がないか、ご意見をいただきたい。 

 

② 新しい計画の施策体系（理念・基本方針等）につい

て、内容をご確認いただき、ご意見をいただきた

い。 

 

③ 関係団体ヒアリングを踏まえた仕組みの検討（他都

市事例）について、ご意見をいただきたい。 

再掲 
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資料：長岡京市第２次みどりの基本計画について 

序章 はじめに 

１． みどりの基本計画とは 

２． 計画策定の背景 

３． 計画で対象とする「みどり」 

４． みどりの役割 

５． 計画の位置づけ 

６． 計画の目標年次 

 

第１章 みどりの現状と課題 

１． みどりの現状 

２． みどりの課題 

 

第２章 基本理念と基本方針 

１． 基本理念 

２． みどりのまちづくりの基本姿勢 

３． 基本方針 

４． 計画の目標（※フレーム含む） 

 

第３章 具体的な施策 

１． 施策体系 

２． 具体的な施策 

３． 主要プロジェクト 

 

第４章 計画の実現に向けて 

１． 推進体制 

２． 進行管理 

 

資料編 

１． 策定経緯 

２． みどりの現況 

３． 用語集 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

検討の進め方（作業の全体イメージ） 

■各種作業と工程 

 
基礎調査 ／ 計画書作成 市民参加 会議での検討 

令

和

６

年

度 

８月 ◇資料収集 

統計データ等、みどりに関連す

るデータを収集・整理 

 

◇緑被調査 

航空写真の判読による緑被分

布の確認 

 

◇緑地現況調査 

法令等で定められているみどり

の量や分布の確認 

◇調査手法の検討・調整 

既往調査の把握・整理と、調査

対象や手法の検討 

◇調査票の検討 

アンケート調査票案の検討 

第１回委員会 

⚫ 会議の役割・概要、みどりの基本計

画についての認識の共有 

⚫ 長岡京市のみどりの現況（概要） 

⚫ 計画の改定の視点 

⚫ アンケート案の検討 

９月  

10月 ◇アンケート調査 

アンケート調査発送・回収・集

計 

 

11月 ◇基礎調査の取りまとめ 

データや市民意向等をもとにし

たみどりの課題整理と、基本計

画の見直し方向性案の作成 

◇アンケート結果取りまとめ

（速報値） 

第２回委員会 

⚫ みどりの現況の共有 

⚫ アンケート結果の共有 

⚫ 課題の整理 

⚫ 計画見直しの方向性案の検討 

12月   

１月 〃   

２月 ◇関係団体等ヒアリング調査 

施策等の課題や今後の展開に

ついて関係団体等へのヒアリン

グ調査 

 

◇現行計画の検証 

庁内担当部署による施策の実

施状況の確認・評価作業 

◇アンケート結果取りまとめ

（確報値） 

 

３月 ◇計画の検討 

計画見直しの構成案、理念、方

針、施策などの検討 

 第３回委員会 

⚫ 計画見直しの構成案 

⚫ 理念、方針、施策の方向性の検討 

令

和

７

年

度 

 

４月 〃   

５月 〃   

６月 〃   

７月 〃  第４回委員会 

⚫ 施策、プロジェクトの具体的検討 

８月    

９月    

10月    

11月 ◇素案の作成  第５回委員会 

⚫ パブリックコメント案の検討 

12月  ◇パブリックコメント  

１月    

２月   第６回委員会 

⚫ 原案の検討 

３月 ◇計画策定   

 

 

スケジュール（案） 計画の構成イメージ案 

第１回委員会で 

共有・協議 

第２回委員会 

で共有・協議 

第３回委員会 

で共有・協議 

【参考】現行計画の目次構成 

※現行計画における「現況（各種データ

等）」は、資料編へと移動し、市の理

念、施策等がより伝わりやすい内容

構成へと変更。 

今回（第３回委員会）では、施策

の方向性で頭出しを行い、 

４～６月で具体的なプロジェクト

を検討していく 

⇒次回（第４回委員会）で深掘り 
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【統計データ等】 みどりの量は減少。その内訳をみ

ると、宅地開発に伴う、「田」、「畑」、「竹林」が減少。 

本市では、まちづくり条例により開発提供公園の「公

園等設置及び整備基準」を規定し、身近なミニ公園を増

やす方針で市街地における公園・緑地の確保に努めて

いる。その結果、200 ㎡未満の公園が都市公園全体の

約 6割を占める。 

【市民アンケート調査】 みどりの量に「満足している」が

21.1%、「どちらかといえば満足」が 39.3%となって

おり、一定の満足度が見受けられる。 

地域に多いみどりとしては、「公園・広場のみどり」「農

地のみどり」、「宅地のみどり」、「水辺のみどり」と回答

する割合が多い傾向。 

みどりの課題 みどりの現況 

長岡京市におけるみどりの課題/新たな計画の方向性 

新たな計画での方向性 

量 
配置 

① 長岡京らしいみどりの保全と活用 

「西山」は、本市のみどりの半数を占め、身近な自然環境・自然景観として認識されているみどり

ですが、将来的な人口減少や高齢化、拡大しつつある獣害などにより樹林の荒廃が懸念されます。

また、西山にある公園付近が土砂災害警戒区域に指定されており、昨今のゲリラ豪雨などによる災

害リスクの増加から、防災面での重要性に配慮する必要があります。 

「竹林」は、本市のみどりとしてイメージする人も多く、それらを活用した竹炭、竹垣、竹材、タケノ

コなどの利用促進によるさらなるブランディング展開が求められます。また、竹林が放置されたこ

とにより起こる、竹林の荒廃や拡大、それに伴う生態系や景観、防災等への影響が懸念されます。 

「社寺におけるみどり」は、保存樹木や天然記念物、景観重要樹木に指定されており、本市の歴史

や風格を感じさせる歴史的・文化的資源へとつながっています。そういったみどりを長岡京らしさ

のシティプロモーションなど、さらなるまちの活性化へと活用していくことが求められます。 

【統計データ等】 西山公園や歴史的資源である社

寺、竹林等における特徴的なみどりなどが存在。 

都市農地の役割が高まっている一方で、経営耕地や

生産緑地が減少傾向。農業の担い手も高齢化。 

【市民アンケート調査】 みどりの量と比べて、「満足して

いる」の割合が少なく、「どちらでもない」、「どちらかと

いえば不満」の割合が多い。 

【社会情勢】 グリーンインフラやウェルビーイング、生物

多様性などが求められており、市民アンケート調査にお

いても、「暑熱対策」、「子育て」、「健康・福祉」、「景観形

成」、「災害に強い」、「生物多様性」などへ、みどりの役

割や機能を活用することに期待。 

質 
活用 

【統計データ等】 公園の清掃や花・樹木の手入れな

どを行う「みどりのサポーター制度（長岡京市緑の協

会）」があり、多くの市民等が活動。 

多様な主体が連携して、西山の森林整備や体験プロ

グラム等を実施。公園再整備に関する村田製作所との

協定やふるさと納税による資金調達など。 

【市民アンケート調査】 市民アンケート調査では、みど

りのまちづくりにおける行政の役割として、「資金・資

材・人材の支援」、「様々な主体が緑化に取り組みやすく

なるような政策・体制の整備」と回答する割合が多い。 

まちの緑化のための募金への協力については、「現在

行っている（11.7% ） 」から「今後行っていきたい

（34.0%）」。 

【社会情勢】 公園の主役が行政から地域・市民・企業へ。 

共創 
財源 

② 市民ニーズやこれからの時代に対応した公園のあり方の見直し 

公園の老朽化や維持管理に関する行財政の厳しさも増す状況において、公園に対する量から質

へのニーズの変化が求められており、市民ニーズやこれからの時代に即した公園のあり方の見直し

を検討し、コンパクトで賑わいのある公園整備の一層の推進を図る必要があります。 

また、ひと中心のウォーカブル空間等と連携した公園の利活用方針の検討や、行政主導による維

持管理から多様な主体との連携・協働による経営的視点・利用者視点による公園の整備・管理運営

を戦略的に推進するための検討が必要です。 

都市計画決定後、長期未整備状態にある公園予定地がある中で、本市におけるみどりの量につ

いては、市民から一定の満足度が得られていることから、量的な目標だけでなく、みどりの質をあ

らわす指標を設定することが必要です。 

③ まちなかのみどりの維持・充実 

社会情勢の変化等により営農継続が困難となりつつある市街地内の生産緑地について、農地を

適切に管理し、活用する新たな仕組みを検討することが必要です。 

道路整備とあわせた街路樹等の整備や、排水処理できるような雨庭等の整備により環境や防災

面での機能強化を図るとともに、広場やベンチを整備することで、居心地がよく歩きたくなるまち

なかへとつなげることが求められます。 

また、宅地や民地でのみどりの創出や河川緑地、河川沿いの遊歩道などの拠点となるみどりを

つなぐ空間としての体系的な水とみどりのネットワークの形成を図ることが必要です。 

まちなかのみどりは地域別ではばらつきがみられ、緑化重点地区においても横ばい傾向となっ

ているため、地域に応じた総合的な緑化対策の展開が求められます。 

④ 共創によるみどりの適切な維持管理の推進、次世代への継承 

みどりに関する活動団体の構成員の高齢化等により、みどりが減少したり、質が低下していくお

それがあります。市民や市民団体、企業等への情報提供や参加者募集の PR、参画機会や場の提

供、人材育成や協力体制の構築について見直しを検討し、今後も共創によるみどりの適切な維持管

理に取り組むことが必要です。 

地域や人々のライフスタイル等、それぞれに応じたみどりづくりを適確に支援するとともに、それ

らみどりの財産を次世代へと継承するため、多くの人々が少しずつでも自発的にみどりにふれあ

い、学び、憩い、活動することができるようなやりがいと楽しみを創出する取組をさらに展開でき

る環境づくりが重要です。 

長岡京らしいみどりの保全と活用 

✓ 西山森林整備の継続 

✓ 西山をフィールドとした取組の継続及び新たな

取組の検討 

✓ 竹林の拡大防止対策 

✓ 竹のブランディング、地域資源として多様な活

用方法、利用の促進 

✓ 社寺林等の保全、保存樹木・天然記念物等の維

持・管理・指定 

✓ 歴史文化を基盤とするみどりの活用や観光資源

のネットワーク化 

市民ニーズやこれからの時代に対応した公園のあり

方の見直し 

✓ 公園のあり方の見直し、質の向上 

✓ 身近なミニ公園の維持管理のあり方検討 

✓ 企業連携による整備、管理・運営のあり方検討 

✓ 長期未整備となっている都市計画公園の見直し 

✓ ニーズや求められる機能等に応じた、地域ごと

にバランスのとれた公園の配置・機能の再編 

✓ 公園以外の既存のみどりの活用、公園的な利用

の検討 

まちなかのみどりの維持・充実 

✓ 農地の保全と活用を推進する仕組みの検討 

✓ 小畑川、小泉川一帯における河川沿いのみどり

の保全と活用、ネットワークの形成 

✓ グリーンインフラや生物多様性、ウォーカブル、

ウェルビーイングなど、重層的な視点で、既存の

みどりの配置の適正を検討 

✓ 宅地や民地による緑化を推進するための仕組み

の検討 

✓ 緑化重点地区における緑化事業の再検討 

共創によるみどりの適切な維持管理の推進、次世代

への継承 

✓ 共創によるみどりづくりの推進 

✓ 市民や市民団体、企業等が行うみどりづくりへ

の支援、共創の仕組みづくりの検討 

✓ 持続可能なみどりづくりに向けた財源や新たな

技術の導入検討 

✓ 環境学習の推進・場づくり等、みどりに関わる機

会の創出 

※赤字：現行計画から新たに追加した事項 
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風格とゆとりある 

みどりが彩る 

悠久の都 長岡京 

みどりのまちづくりの基本姿勢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新たな計画の基本理念とみどりのまちづくりの基本姿勢 

基本理念 

みどりの現況とポテンシャルを踏まえ、以下のように基本理念とみどりのまちづくりの基本姿勢を設定する。 

現行計画の基本理念「市民が誇れる風格とゆとりの

あるみどり」における“風格とゆとりあるみどり”は踏襲

しつつ、第４次総合計画の将来像「住みたい 住みつづ

けたい 悠久の都 長岡京」や歴史あるまちとして、時間

軸（過去→現在→未来）を意識した要素を付け加えた。

いつの時代も風格とゆとりあるみどりがまちを彩って

きたという意味合いを込めた案。 

また、「悠久」とは、遠い過去から遠い未来まで果てし

なく続くこと を意味する言葉であり、これからもその

様相が受け継がれていくことの意味も込められてい

る。 

－みどりで笑顔のまちづくり－ 

基本理念を踏まえ、風格とゆとりあるみどりが“ひとの活動と

の関わり”や“まちの土台を支える資産”としてまちづくりのあら

ゆる分野に関係していきます。 

・豊かな生態系が育まれている 

・長岡京市を象徴する多様なみどりが市民の豊かな暮らしを彩

っている 

・子どもたちが健やかに育つ環境がある 

・質の高い自然環境がまちの基盤として機能している 

・市民１人１人が自分らしく過ごせるみどりがある 

・市内外から様々な人・企業を惹きつけている 等 

みどりと、ひと・まちとの持続的な関わりをデザインします。み

どりの多面的な機能を活かし、関りしろの輪を広げ、質の高いみ

どりを守り育むことで、まちへの愛着や誇りにつなげます。 

それらの関係性については、現行計画の内容に「well-being
※」の概念を取り入れ、“楽しさ”や“いきいきとしたみどりとのふ

れあい”等による「暮らしやすさや幸福感の向上」⇒みどりで笑顔

のまちづくりを基本姿勢とします。 

※well-beingとは 

身体的・精神的・社会的

に良い状態にあること

をいい、短期的な幸福

のみならず、生きがい

や人生の意義などの将

来にわたる持続的な幸

福を含む概念。 

多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じるとともに、個人を取り

巻く場や地域、社会が幸せや豊かさを感じられる良い状態にあること

も含む包括的な概念。 

【参考】現行計画 

◎みどりのまちづくりの基本姿勢：みどりで笑顔のまちづくり 

◎３つの視点： 

① みどりを守り育てる 市民の取り組みで、楽しいふれあいが生ま

れ 笑顔あふれるまちをつくります 

② 花やみどりがまちへの愛着を深める誇り高いまちをつくります 

③ 市民と自然（みどり）がいきいきとふれあえるまちをつくります 

基本理念 
案 

みどりのまちづくりの基本姿勢 

案 

【補足説明】基本理念と基本姿勢について 

◎基本理念： 

計画の大きなビジョン（最上位の価値観・根本的な考え

方）を抽象的に表している普遍的なもの。 

 

◎基本姿勢： 

基本理念をより具体化したまちづくりの進め方を示し

たもの。 

 

◎基本方針： 

基本理念や基本姿勢を実現する上でのおよその方向

性を示したもの。環境の変化によって変えていく舵取

りの方針。 

基
本
理
念 

基本方針 

基
本
姿
勢 

■計画のフレームイメージ 

ま
ち
づ
く
り
の 

進
め
方
を
具
体
化 

基本方針 

・・・ 

数値目標・指標 具体的施策 

数値目標・指標 
具体的施策 

具体的施策 

具体的施策 
・・・ 

・・・ 

数値目標・指標 具体的施策 

数値目標・指標 
具体的施策 

具体的施策 

具体的施策 
・・・ 

・・・ 

基本方針に応じた
数値目標・指標 

基本方針に応じた具体
的施策（数値目標・指標

の達成に寄与） 

資料：一般財団法人 日本経済研究所 
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資料：長岡京市第２次みどりの基本計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針と施策体系 

新たな計画の施策体系 

基本理念及びみどりのまちづくりの基本姿勢を実現するため、以下の方針に基づく施策を展開する。 

基
本
方
針
１ 

長
岡
京
ら
し
い 

み
ど
り
の
保
全
と
活
用 

施策 1-1 西山緑地の保全と維持管理の推進 

西山における森林を中心とした整備が進められている中、より多くの人々に西山を身近に感じてもらうため、それらをフィールドとした新たな体験コンテンツの創造を行う。また、継続してそれらに関する森のレクリエーシ

ョン拠点及び遊歩道の整備なども実施。 

施策 1-2 シンボルとなる重要なみどりの保全 

既存の風致地区におけるみどりの保全や社寺林等の保全と活用に加え、地域特性でもある竹林（伐採竹）の利活用が課題となっているため、竹林（伐採竹）を活用したブランディング、地域資源として多様な活用方法の検

討を行う（特別緑地保全地区の活用検討） 

施策 1-3 農地の保全 

農業振興プランに基づいた内容に加え、社会情勢や統計的な課題に対応するため、農地の保全や機能の継承や農地の幅広い活用に資する仕組みの検討を行う 

施策 1-4 環境や国土の保全に寄与するみどりのネットワークづくり 

沿川におけるみどりの拠点の形成及び緑化の推進に加え、社会情勢やヒアリング等で課題となっている生物多様性保全の取組を強化する。その他、健全な水循環づくり、良質な地下水保全へのみどりの活用、流域治水の

推進などの検討を行う。 

基
本
方
針
２ 

時
流
に
対
応
し
た 

新
し
い
公
園
づ
く
り 

施策 2-1 公園の配置と整備の適正化 

アンケート調査結果から、公園の量に満足している傾向がみられるため、質の向上にシフトする必要がある。そのため、西山公園の整備方針の検討や提供公園の適正面積の検討を行う。また、人口一人当たりの都市公園面

積は全国水準と比較して低いため、既存のオープンスペースの公園化を検討する。 

施策 2-2 身近な公園緑地の機能再編・再整備 

アンケート調査結果から、身近な公園に求められる機能の傾向が分かったため、地域ニーズやターゲットに応じた公園機能の再編とリニューアルを行うとともに、公園施設の長寿命化も実施していく。 

施策 2-3 地域と共創でのパークマネジメントの促進 

市民参加による公園づくりの推進が社会情勢として全国的に進められている中、長岡京市では約 20年前よりみどりのサポーター制度による公園づくりを実施。ヒアリング結果等を踏まえて、より活動しやすくなる仕組

みを検討する。 

施策 2-4 魅力ある公園に向けた機能強化 

既存の歴史を感じる公園づくりに加え、社会情勢やアンケート調査結果を踏まえ、グリーンインフラを意識した公園の機能強化や社会情勢や市民ニーズに応じた公園機能の強化などを行う。 

基
本
方
針
３ 

ま
ち
な
か
の 

み
ど
り
の
維
持
・充
実 

施策 3-1 山麓やまちなかの樹林等の保全・活用 

小畑川沿いにおけるサクラ並木の形成や市街地内のエコロジカルネットワークの形成に加え、国の新たな制度である「特別緑地保全地区」の活用を検討する（※可能性がある場合）。 

施策 3-2 多様な市民ニーズに即した緑地の確保 

観光・レクリエーションネットワークの形成に加え、社会情勢を踏まえたウォーカブルなみどりのまちづくりやグリーンインフラの活用による都市防災等に資する緑地の確保を位置付ける。 

中心市街地におけるまちづくりとも連動した緑化重点地区の緑化推進を行う。 

施策 3-3 公共施設等の緑化推進 

庁舎等の緑化や学校施設の緑化を引き続き推進していく。国の「緑の基本方針」を踏まえ、樹木の更新等の計画的な実施検討を行う。 

施策 3-4 民有地の緑化促進 

住宅等における緑化の促進、企業等における緑化を促進する。国の「緑の基本方針」を踏まえ、民間による緑地の保全・創出の促進を行うとともに、それらに資する新たな国の制度等の活用を検討する。 

基
本
方
針
４ 

共
創
に
よ
る 

み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り 

施策 4-1 みどりのまちづくりや市民活動の PR 

既存の普及啓発に加え、LINEや Instagramなどの SNSを活用した情報発信の推進 

施策 4-2 花やみどりを育てる市民参加の取り組みの推進 

みどりのサポーター制度の継続に加え、ICTを活用した新たな仕組み、連携方法の検討など 

施策 4-3 みどりを守り育む協働の仕組みの整備 

官民連携による維持管理やみどりを活かした循環型社会の構築 

案 
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資料：長岡京市第２次みどりの基本計画について 

【公園】 

・開発に伴う提供公園の維持管理、質の向上。 

・みどりのサポーター登録数は横ばいであるが、高齢化が進行。 

・夏季が猛暑であるため、手入れができない。 

【竹林】 

・タケノコ農家だけでなく、様々な市民団体による竹林整備活動が行わ

れている。 

・タケノコ農家の減少。長岡京産タケノコの希少性が高まってきている。 

・伐採した竹の利活用が課題。焼却処分が大半を占める。 

【森林】 

・西山森林整備推進協議会をはじめとした団体等による活動が行われ

ている。森林整備だけでなく、里山をフィールドとした体験なども展

開している。 

・獣害に悩まされており、希少植物の苗を植えても食べられてしまう。 

・広大なフィールドがあるため、人的リソース、コスト等がかかる。 

【農地】 

・農家の高齢化、農家数の減少が著しい。 

・宅地化により市街化区域内の農地（生産緑地）が減少している。 

【生物多様性】 

・希少生物の住処と知らずに公共工事で伐採されてしまう河川敷がある。 

・もっと知ってもらいたいが、希少なため、生息地を公表できない。 

・蛾による竹林被害がみられ、生態系バランスの保全が求められる。 

【その他みどり全般】 

・まちなかの公共空間が余剰地も含め少ない。 

・各団体・企業等が個々で取組を行っており、連携できそうな（連携した方

が良いと思われる）内容がある。 

【竹垣の推進】 京都府、福岡県、岐阜県など 

・精巧な仕上げの竹垣に限らず、簡易的な造りの竹垣（手入れが簡単な竹

垣）も存在。維持管理等に「地元事業者」や「福祉連携」、「シルバー雇

用」、「ダイバーシティな雇用」など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【竹繊維等の利用】 久留米市、倉敷市、伊賀市など 

・竹の持つ特性をそのまま生かし、抗菌性、消臭性、吸湿・吸水性などを持

ち合わせた織物や衣類を製造。 

・その他、竹の特性を活かした、インテリアやアクセサリー、日用品、工芸品

などが製造されており、エコフレンドリーな製品として市場での関心も

高まっている。 

 

 

 

 

 

 

【農福連携】 

・企業による屋内農園型障がい者雇用支援サービスや、福祉作業所等と

連携した取組を展開。企業食堂での消費や匂い袋などの作成。 

・企業内部や施設の壁面緑化とあわせた垂直水耕栽培など。その手入れ

を農福連携で行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民ニーズに寄り添った身近な公園の使い方・住民自治組織による  

マネジメント】 

・地域コミュニティ活動の場としての利用。遊具等がなくとも、公園内のス

ペースを使って、地域住民によるフリーマーケットや、ヨガ・太極拳、地域

のお祭りなどを実施。また、地域の庭としてのコミュニティガーデンやキ

ッチンガーデン等の活用やそのための仕組みづくり（地域組織の NPO

法人化など）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市民農園・マッチング制度】 

・市民農園により新鮮な農産物の供給や農業体験の場の提供、災害に備

えたオープンスペースの確保、やすらぎや潤いといった緑地空間の提供

など、多様な役割を果たしている。 

・人と農地に関する情報のデータベース化を進め、農地の受け手を広く探

して調整し、相続人も農地を安心して委ねられるマッチングの仕組みの

構築。 

 

 

 

 

 

 

 

【国等の制度の活用】 

・自然共生サイト 

・特別緑化保全地区（機能維持増進事業など） 

・都市緑地法 TSUNAG 

・市民緑地認定制度 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

関係団体等へのヒアリング調査及び他都市での取組事例等 

■ヒアリング調査概要 

◇調査概要 

調査対象 

・みどりに関する市民団体５団体 

・民間事業者５社 

・庁内関係課５課 

調査形式 
事前に調査説明書及びヒアリング調査シート等を配布

し、対面もしくはweb形式のヒアリング調査を実施 

調査期間 2025年 2月 12日～3月 5日 

 
■ヒアリング調査によるみどりの課題 

■他都市での取組事例等 
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資料：長岡京市第２次みどりの基本計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画の基本的事項 

計画策定の背景 

長岡京市では、平成 16 年（2004 年）３月に令和７年

（2025）を目標年次とした「長岡京市緑の基本計画」を策定し、

その後、社会情勢の変化や新たなみどりの施策を反映させるた

めに、平成 29 年（2017 年）３月に中間見直しの改定を行い、

基本理念の「市民が誇れる風格とゆとりのあるみどり」を実現す

るため、みどりの創出や保全活用、都市緑化の推進、市民の手

によるみどりのまちづくりの施策を積極的に進めてきました。 

平成 29 年（2017 年）６月の都市緑地法の改正や令和 6 年

（2024年）12月の「都市緑地法運用指針」の改正及び「緑の基

本方針」の策定等、みどりを取り巻く情勢の変化によって、本市

の特性や都市の将来像、みどりの将来像を見据えた上で、本市

の都市計画区域内における緑地の適正な保全と緑化の推進や

都市公園の整備及び管理、都市計画公園の見直し方針、公民連

携による行政サービス向上、民有緑地の保全・創出などに対応

していくことが求められます。 

加えて、本市の総合的な施策方針を示した「総合計画」の第２

期基本計画の策定や、「環境基本計画」などの関連計画の次期

計画策定や改定が進みつつあり、これらの計画との整合を図る

必要があります。 

そのため、現行計画が期間満了を迎えることも踏まえ、本年

度及び来年度において、最新の動向やこれまでの取組の進展等

を踏まえ、本市の緑化を総合的かつ体系的に推進していく指針

となる、新たな「長岡京市第２次みどりの基本計画」の策定に取

り組みます。 

計画で対象とするみどり 

本計画で対象とする「みどり」は、緑（樹木、樹林、草花、野草等の植物）とその

生育基盤となる水、土、大気、これらによって形成される環境（公園などの緑と

オープンスペース、農地、河川・ため池などの水辺空間、住宅敷地の緑化空間な

ど）を含みます。 また、みどりを守り拡充するための啓発活動や環境教育、協働

によるみどりのまちづくり活動なども本計画の対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「みどり」の使い方 

「長岡京市緑の基本計画」（改定前）では「緑」を使用していましたが、樹木や

草花などの植物だけではなく、公園や学校などのオープンスペース、河川・ため

池などの水辺地など、より広い範囲を意味する言葉として、本計画では「みど

り」を用いることとします。 

みどりの役割 

⚫ みどりには、大気の浄化、騒音・振動の吸収、防風・防塵などの環境改

善機能があります。また、多様な生き物の生育・生息地であり、人と自

然が共生する都市環境を形成しています。 

⚫ みどりで覆われた土地は、雨水の貯留・涵養機能を持ち、都市の健全

な水循環の一翼を担っています。また、大規模地震や火災などの発生

時において、人々の避難地や避難路、火災の延焼防止帯、消防活動や

ボランティア等の救援活動拠点等として多様な機能を持っています。 

⚫ みどりは、地域の気候、風土に応じて特徴ある多様性を持っていま

す。四季の変化を実感できる生活環境や景観を創出し、生活にゆとり

とうるおいをもたらします。また、みどりは、地域固有の文化や歴史等

と深く関わっており、みどりを活かした個性と魅力あるまちづくりを

進めることができます。 

⚫ みどりは、見たり触れたりすることで人々を癒し、心身の健康の増進

に寄与します。また、休息、散策、スポーツ、遊びといった健康づくり

活動や野外レクリエーションの場を提供しています。 

計画の位置付け 

本計画は、上位計画である総合計画

やまちづくりの目標を定める都市計画

マスタープラン、関連計画である環境基

本計画、景観計画等との調和・整合性を

図ります。また、広域的な視点から関連

法令、国の方針や施策、京都府の「京都

都市計画区域マスタープラン」、「京都府

広域緑地計画」等との整合を図ります。 

計画の期間 

改定前計画の計画期間は、平成 16 年度を

初年度とし、平成37年度を目標年次としてい

ました（中間見直し計画期間：平成 29 年度か

ら平成 37年度）。 

次期計画は、令和 8 年度から令和 27 年度

の 20 年間とします。※緑の基本計画ハンドブ

ックより 

なお、社会情勢の変化や上位・関連計画など

と整合を図る必要が生じた場合にも、必要に

応じて見直しを行うものとします。 
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資料：長岡京市第２次みどりの基本計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市のみどり 

農地 公園 

地域制緑地の状況 文化財・保存樹木 

みどり全体 

⚫ 市内には都市公園が 288箇所あり、人口一人当たりの都市公園面積は 3.24㎡。 

⚫ 都市公園の約 6割が 200㎡未満の小さな公園である。 

⚫ 本市には、公園の清掃や花・樹

木の世話などを行う「みどりの

サポーター制度」があり、現在、

106 団体 1,293 名が活動し

ている。 

⚫ 本市では、ナスや花菜を乙訓の特産野菜として都

市農業経営が展開されている。 

⚫ 経営耕地総面積は減少傾向にあり、農業の担い手

も高齢化している。生産緑地においても、平成 28

年から約１0ha減少している。 

出典：農業センサス 

⚫ 本市は、市街地の間近に西山を望み、過去から積み重ねられた歴史資産が存在し、

いきいきとした市民の生活の姿も含めて「長岡京らしい景観」を形成している。 

⚫ 文化財は、国指定の恵解山古墳や府指定の楊谷寺、市指定の乙訓寺などがある。天

然記念物は、府指定が１件、市指定が４件登録されている。 

⚫ 市が指定する保存樹は、平成 28 年から 1 本

減り、15 本指定されている。景観重要樹木は

「八条ヶ池中堤のキリシマツツジ」が指定され

ている。 

西山整備 

都市公園の面積と公園数（令和６年 5月末時点） 

経営耕地総面積と農業従事者の平均年齢 

⚫ 西山は本市のシンボルであり、地域住民だけでな

く企業、NPO、大学、行政が連携し、「西山森林整

備推進協議会」を設置し森林整備を行っている。 

⚫ 森林整備以外にも、木竹資源の利活用として、公

共建物への利用を積極的に進めている。他にも、

自然環境調査・植生調査や、啓発事業として西山フ

ァミリー環境探検隊や講習会やワークショップも毎

年実施している。 

木竹資源の利活用 

啓発事業 

⚫ 市内にあるいくつかの緑地は、法律や条例により、土地開

発の制限などを掛けることにより保全されている。 

⚫ 特定の公益目的を達成するため指定される保安林は、土

砂流出防備保安林と干害防備保安林の計３haある。 

⚫ 近郊緑地保全区域は、「近畿圏の保全区域の整備に関する

法律」により、住民の健全な生活環境の確保、文化財保存

などの秩序ある発展に寄与することを目的として指定さ

れている。 

⚫ 本市の緑被率（令和５

年）は５３．５％。前回調

査（平成 28 年）と比べ

ると、総量で0.3ポイン

ト減少。「樹林」や「草

地」が増え、「竹林」「田」

「畑」が減少。市街地に

おける開発に伴う緑被

の減少などが主な要因

である。 

32.9 34.6

11.7 10.5

5.6 4.5
2.3 1.8

1.3 1.9

53.8 53.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

改定前計画策定時

平成28年

現況

令和５年

合計

草地

畑

田

竹林

樹林

%

八条ヶ池中堤のキリシマツツジ 

緑被率の推移 
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資料：長岡京市第２次みどりの基本計画について 

21.1%

39.0%

20.5%

13.0%

3.8% 2.6%

満足している

どちらかといえば満足

どちらでもない

どちらかといえば不満

不満である

無回答

9.0%

37.6%

29.8%

17.1%

4.9% 1.7%
満足している

どちらかといえば満足

どちらでもない

どちらかといえば不満

不満である

無回答

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民意向① 

みどりの量 単数回答 n=346 

地域に多いみどり 複数回答 n=346 

みどりを守り、増やすために重要な取組 複数回答 n=346 

 

普段の生活の中で、あなたとみどりの関わり 単数回答 n=346 

 

みどりの持つ役割や機能を活用すべき分野 複数回答 n=346 

 
「どちらかといえば満足」が39.0%と最も多く、次いで「満足している」

が 21.1%、「どちらでもない」が 20.5%、「どちらかといえば不満」が

13.0%となっている。 

「公園・広場のみどり」が 45.4%と最も多く、次いで「田畑などの農地

のみどり」が 37.0%、「生垣・庭木・庭園・ベランダなどの宅地のみど

り」及び「河川などの水辺のみどり」が 33.2%となっている。 

みどりの質 単数回答 n=346 

「どちらかといえば満足」が 37.6%と最も多く、次いで「どちらでもな

い」が29.8%、「どちらかといえば不満」が 17.1%、「満足している」が

9.0%となっている。 

「身近な公園のリニューアルや利用の促進」が 43.1%と最も多く、次い

で「身近な森林・里山の保全」が 41.3%、「子どもたちが自然とふれあ

う機会の提供」が 41.0%、「自由に使える広場などの創出」が 38.7%

となっている。 

現在は、「④ガーデニングや緑化など」が 40.5%と最も多く、次いで

「⑦公園や里山、農業体験などのイベントへの参加」が 19.9%となって

いる。将来は、「⑧まちの緑化のための募金への協力」が 33.8%、「⑥

園芸など勉強会・講習会への参加」が 27.5%となっている。 

現在 将来 

「暑熱対策・ヒートアイランド現象への対策」が67.9%と最も多く、次い

で「子育て」が 67.1%、「健康・福祉」が 66.2%、「良好な景観の形成」

が 57.8%となっている。 

■アンケート調査概要 

◇調査方法 

調査対象 長岡京市に居住している 18歳以上の 1,000人 

抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出 

調査形式 
調査票による本人記入（郵送配布・郵送回収） 

Webアンケートフォームでの回答も併用 

調査期間 2024年 10月 11日～10月 31日 

◇配布回収結果 

配布数 回収数 回答率 

1,000 346 34.6% 

◇回答者属性 

【年齢】    【住まい】 

18.3%

9.5%

10.9%

14.0%15.5%

10.0%

21.8%

10歳代以下 20歳代
30歳代 40歳代
50歳代 60歳代
70歳代以上

【参考】全人口の年齢構成割合 
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資料：長岡京市第２次みどりの基本計画について 

【小さな公園】 

「ほとんど利用しない/利用したことはない」が 41.9%と最も多く、次

いで「年に数回」が 24.0%、「月に１回」が 7.2%、「週に２～３回」 「月

に２～３回」が 6.9%となっている。 

【大きな公園】 

「ほとんど利用しない/利用したことはない」が 33.8%と最も多く、次

いで「年に数回」が 33.2%、「月に１回」が 8.4%、「月に２～３回」が

6.4%となっている。 

よく利用する公園としては、「長岡公園/長岡天満宮」、「西代里山公

園」、「西山公園」、「バンビオ広場」、「勝竜寺城公園」、「恵解山古墳公

園」などが挙げられている。 

44.8

22.8

8.7

2.9

6.1

4.3

18.5

3.8

5.5

23.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

休憩・散歩

家族と遊ぶ、友人との交流

健康のためのジョギングや軽い運動

球技・スポーツなどの運動

地域の交流、イベント活動

併設施設の利用（トイレ等の施設利用含む）

自然や景観を楽しむ

ボランティア活動

その他

無回答

【小さな公園】「休憩・散歩」が 44.8%と最も多く、次いで「家族と遊ぶ、友人との交流」が 22.8%、「自然や景観を楽しむ」が 18.5%、「健康のためのジョ

ギングや軽い運動」が 8.7%となっている。 

【大きな公園】「休憩・散歩」が 40.8%と最も多く、次いで「自然や景観を楽しむ」が 39.0%、「家族と遊ぶ、友人との交流」が 26.9%、「健康のためのジョ

ギングや軽い運動」が 14.2%となっている。 

「休憩や休息ができる公園」が 58.1%と最も多く、次いで「散策や自然

観察などが楽しめる自然を活かした公園」が 56.6%、「災害時の避難

場所や救護活動の拠点となる防災機能を備えている公園」が53.8%、

「日常的な子どもの遊び場や遊具を中心とした公園」が 45.7%となっ

ている。 

「トイレ」が 60.7%と最も多く、次いで「ベンチ」が51.2%、「日よけ（あ

ずまや、パーゴラ等）」が 42.5%、「水飲み場・手洗い場」が 35.5%と

なっている。 

35.5

42.5

60.7

51.2

12.4

7.2

28.3

22.5

24.6

9.2

3.2

3.8

0% 20% 40% 60% 80%

水飲み場・手洗い場

日よけ（あずまや、パーゴラ等）

トイレ

ベンチ

遊具

健康遊具

広場（芝生など）

駐車場

防犯カメラ

自動販売機

その他

無回答

「緑化のための資金・資材・人材の支援」が 46.8%と最も多く、次いで

「様々な主体が緑化に取り組みやすくなるような政策・体制の整備」が

44.5%、「緑化義務や開発行為の規制、維持管理など法律、条例の強

化」が 34.1%、「市民が計画やルールづくりに参加できる機会」が

25.4%となっている。 

「知らない」が 63.0%と最

も多く、次いで「名前は知

っている」が 28.3%、「よ

く知っている」が 6.4%と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民意向② 

公園の利用頻度 単数回答 n=346 

公園の利用目的 複数回答 n=346 

 

公園を利用する上での重要な施設 複数回答 n=346 

 

みどりのまちづくりにおける行政の役割 複数回答 n=346 

 

小さな公園 大きな公園 

40.8

26.9

14.2

9.8

9.5

11.3

39.0

1.2

4.9

20.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

休憩・散歩

家族と遊ぶ、友人との交流

健康のためのジョギングや軽い運動

球技・スポーツなどの運動

地域の交流、イベント活動

併設施設の利用（トイレ等の施設利用含む）

自然や景観を楽しむ

ボランティア活動

その他

無回答

地域にほしい大きな公園 複数回答 n=346 

 

小さな公園 大きな公園 みどりのサポーター制度の認知度 単数回答 n=346 

 
6.4%

28.3%

63.0%

2.3%

よく知っている

名前は知っている

知らない

無回答
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資料：長岡京市第２次みどりの基本計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会潮流① 

 

⚫ 都市化の進展に伴い、都市の貴重なみどりが注目。自然環境が有する機能を都市基盤の整備に活用する取組（グリーンインフラ）の推進や、都市農地の位置づけが変化 
 

平成２７年 国土形成計画（全国計画）、第４次社会資本整備重点計画策
定（グリーンインフラの推進を明記） 

〃 都市農業振興基本法制定 
平成２９年 都市緑地法改正（「農地」が都市緑地法の諸制度の対象とし

て明記される） 
平成３０年 
令和６年 
 

❶ 都市と自然の共生社会に向けた動き ～ グリーンインフラと都市農地 ～ 

 

⚫ 規制で縛られた公園が規制緩和により民間

活力による整備・管理・活用へ転換中 

⚫ 誰もが利用しやすいユニバーサルな空間づ

くりが進行 
  
平成２９年 P-PFI 制度、公園協議会制

度創設 
令和４年 都市公園の移動等円滑化整

備ガイドライン改訂 
 

❷ 公園の主役が行政から地域・市民・企業へ 

国土交通省「生物多様性に配慮した緑の基本計画策定の手引き」 国土交通省「グリーンインフラストラクチャー ～人と自然環境のより良い関係を目指して～」 農林水産省「都市農業をめぐる情勢について」 

国土交通省「都市公園の質の向上に向けたPark-PFI活用ガイドライン」 

■P-PFIのイメージ 

国土交通省「都市公園法改正のポイント」 

■公園協議会のイメージ 

＜長岡京市での取組＞ 

⚫ みどりのサポーター制度（長岡京市緑の協会）に

よる管理や、西山森林整備推進協議会、竹林での

活動、街路樹等の花いっぱい運動など、市民活動

が活発。 

⚫ 公園再整備に関する村田製作所との協定や森林

保全に参画しているサントリー、西田林業などと

の企業連携。 

⚫  
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資料：長岡京市第２次みどりの基本計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会潮流② 

 

⚫ 環境分野への民間投資の機運の高まり、気候変動への対応、生物多様性の確保、ウェルビ
ーイングの向上等の課題解決に向けて緑地が持つ機能への期待 

⚫ 都市緑地法等の一部改正により、みどりの質・量の両面での都市緑地の確保を推進、エネ
ルギーの効率的利用の取組を促し、都市における脱炭素化の促進に期待 

➌ 都市緑地の確保の推進  
 

⚫ 都市計画、文化行政、健康福祉分野等とみどり空間の整備・活用は関連が深く、特色あるまちづくりに向けて横

断的な取組に期待 
 

令和２年 都市再生特別措置法改正（ウォーカブルの推進） 

令和３年 文化庁「文化財保護法に基づく文化財保存活用大綱・文化財保存活用地域計画・保存活用計画の

策定等に関する指針」 

〃 スポーツ庁「スポーツ・健康まちづくり」優良自治体表彰制度創設 

 

➎ 魅力ある 歩きたくなるまちづくり 

 

⚫ ２０３０年に向けた持続可能な開発目標（SDGｓ）が国際的に合意 

⚫ 気候変動問題の解決に向けて 2050 年のカーボンニュートラル（温室効果ガスの排出を全体

としてゼロにする）を目標に取組を進行中 

⚫ まちのデジタル化と合わせ、みどり空間でも ICT活用が期待される 
 

平成２７年 SDGｓ採択 

〃 
COP「パリ協定」締結、途上国を含む全ての主要排出国が CO2排出削減
努力の枠組み対象に 

令和２年 2050年カーボンニュートラル宣言 
〃 スーパーシティ法成立（国家戦略特別区域法の一部を改正する法律） 

➍ 持続可能な世界に向けて 

・小規模公園の管理活用 

・農地の保全と活用 

・少子高齢化に伴うニーズに応じたみどりの機能再配置検討 

・ゲリラ豪雨等に対応するグリーンインフラによる減災 

・地域の特徴のあるみどりを活かしたまちの魅力化 など 

社会潮流を踏まえ、本市のみどりの基本計画において、重点的に検討すべきテーマの例 

国土交通省「ウォーカブル推進都市のイメージ」 

 

⚫ 生物多様性の保全と持続可能な利用に関する新たに変わる目標として、「昆明・モントリオール生物多様性枠

組」が採決され、2030年ミッションとして「ネイチャーポジティブ」（自然再興）という損失を止めるだけではな

く回復に転じさせるという強い決意を込めた考え方が取り入れられています。 

⚫ サーキュラーエコノミー（循環経済）とは、大量生産・大量消費・大量廃棄が一方向に進むリニアエコノミー（線形

経済）に代わって、ヨーロッパを中心に提唱されてきたもので、あらゆる段階で資源の効率的・循環的な利用を

図りつつ、付加価値の最大化を目指す社会経済システムです。公園の剪定枝の再利用等が行われている。 

 

❻ 生物多様性・サーキュラーエコノミー 

＜長岡京市での取組＞ 

⚫ 「いつでもだれでもみ

んなが憩い楽しめる公

園づくり」整備方針～イ

ンクルーシブ公園づく

り～を策定し、現在、粟

生畑ケ田公園、西山公

園、長岡公園において

インクルーシブ公園の

整備を進めています。 

⚫ 公園の管理について、

LINE を用いた利用者

による通報システムを

実施。※本市は DX 化

が 進 ん で お り 公 式

LINE の登録者数は市

民より多い。 


